
 

 
 

平成２４年度 

－公共測量－ 作業規程の準則の一部改正 

 

付録６ 計算式集 

 

新旧対照表 
  



 

付録 6 計算式集 

改   正   （案） 現     行 
コメント 

付録 ６  計算式 付録 ６  計算式  

基 準 点 測 量 基 準 点 測 量  

1.2  楕円体の諸公式 1.2  楕円体の諸公式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、 
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2.1 距離計算 2.1 距離計算  

2.1.1 測距儀の気象補正計算 

 

 

 

 

 

2.1.1 測距儀の気象補正計算 
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   ただし、 

 

 

 

 

 

 

 

   ただし、 

Ｅ = 0.6×10-6 

Ｄ ： 気象補正済みの距離（m） 

Ｄs ： 観測した距離（ｍ） 

Ｐ ： 測点１と測点２の平均気圧（ｈＰa） 

t ： 測点１と測点２の平均気温（℃） 

ng ： 群速度に対する屈折率 

λ ： 光波の実効波長（μｍ） 

 

2.1.2 気圧、気温を求める計算 

(3)高低差による気温の計算式 

 ただし、 

  ΔＨ：計算の基準とした測点の標高（Ｈ1）と求めようとする測点の標高（Ｈ2）との 

高低差Ｈ2-Ｈ1（ｍ） 

 

2.1.3 基準面上の距離の計算 

 

 

 

 

  ただし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、 

Ｅ = 0.6×10-6 

Ｄ ： 気象補正済みの距離（m） 

Ｄs ： 観測した距離（ｍ） 

Ｐ ： 測点１と測点２の平均気圧（ｈＰa） 

t ： 測点１と測点２の平均気温（℃） 

ng ： 群速度に対する屈折率 

λ ： 光波の実効波長（μｍ） 

 

2.1.2 気圧、気温を求める計算 

(3)高低差による気温の計算式 

 ただし、 

  ΔＨ：計算の基準とした測点（Ｈ1）と求めようとする測点（Ｈ2）との 

高低差Ｈ2-Ｈ1（ｍ） 

 

2.1.3 基準面上の距離の計算 
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2.1.5 鋼巻尺の補正計算 

 

 Ｄ＝ＤＳ＋ＤＳ・Δ ℓ/ ℓ＋α（ｔ－ｔ０）ＤＳ＋Ｃｈ＋ＣＨ 

ただし、 

  Ｄ：基準面上の距離 

  ＤＳ：観測した距離 

  Δℓ：尺定数 

  ℓ ：鋼巻尺の全長 

  ＤＳ・Δ ℓ/ ℓ：尺定数の補正（Δ ℓ/ ℓ：単位長当たりの補正量 ） 

  α：鋼巻尺の膨張係数 

  ｔ：測定時の温度 

  ｔ０：鋼巻尺検定時の標準温度 

  α（ｔ－ｔ０）ＤＳ：温度による尺長の変化の補正量 

  ｈ：観測点間の高低差 

  Ｃｈ：傾斜補正 
ｈ
２

２Ｄｓ
 

ＣＨ：投影補正（標高Ｈによる補正）－
Ｄ（Ｈ＋Ｎ）

Ｒ
 

ただし、 

 Ｈ：両端点の平均標高 

 Ｎ：両端点の平均ジオイド高 

 Ｒ：平均曲率半径 

 

  

鋼巻尺の補正計算式

を追加 

 

 

 

2.4 座標の計算（厳密水平網平均計算） 2.4 座標の計算（厳密水平網平均計算）  

 

2.4.1 観測値を平面直角座標上の値へ変換するための計算 

(2)距離の変換 

 

 

 

 

 ただし、 

  tij ：平面直角座標上の観測方向角 

  Ｔij ：基準面上の観測方向角 

  Sij ：平面直角座標上の測定距離 

  Ｓij ：基準面上の測定距離 

  ｍo ：平面直角座標系のＸ軸上における縮尺係数 0.9999 

  Ｒo ：平面直角座標系原点の平均曲率半径 

  x’i，y’i：Ｐi点の近似座標値 

  x’j， y’j：Ｐi点の近似座標値 

 

 

 

2.4.1 観測値を平面直角座標上の値へ変換するための計算 

(2)距離の変換 

 

 

 

 

 ただし、 

  tij ：平面直角座標上の観測方向角 

  Ｔij ：基準面上の観測方向角 

  Sij ：平面直角座標上の測定距離 

  Ｓij ：基準面上の測定距離 

  ｍo ：平面直角座標系原点の縮尺係数 0.9999 

  Ｒo ：平面直角座標系原点の平均曲率半径 

  x’i，y’i：Ｐi点の近似座標値 

  x’j， y’j：Ｐi点の近似座標値 
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2.6 標高の計算（厳密高低網平均計算） 2.6 標高の精算（厳密高低網平均計算）  

2.7 簡易網平均計算（簡易水平網平均計算及び簡易高低網平均計算） 2.7 簡易ＸＹ網平均  

2.8 平面直角座標による基準面上の方向角及び基準面上の距離の計算 2.9  平面直角座標による平面直角座標上方向角及び基準面上の距離の計算  

 

2.8.1 基準面上の方向角 

 

 

 

2.8.2 基準面上の距離 

 

 

 

 

 

 

 ただし、 

  Ｒo＝平面直角座標系原点の平均曲率半径 

  ｍo＝平面直角座標系のＸ軸上における縮尺係数 0.9999 

 

2.8.3 成果表に記載する縮尺係数 

 

 

 

 

 

2.8.1 平面直角座標上の方向角 

 

 

 

2.8.2 基準面上の距離 

 

 

 

 

 

 

 ただし、 

  Ｒo＝平面直角座標系原点の平均曲率半径 

  ｍo＝平面直角座標系原点の縮尺係数 0.9999 

 

2.8.3 成果表に記載する縮尺係数 

 

 

 

 

 

 

2.9 座標を換算して経緯度、子午線収差角及び縮尺係数を求める計算 2.9  平面直角座標による経緯度計算  

 

 

2.9.1 緯度及び経度   

 

 

 

 

 

 

 

2.9.2 子午線収差角  及び縮尺係数m  

 

 

 

 

 

 

 

座標を換算して緯度、経度及び子午線収差角を求める。 

2.9.1 緯 度 

 

 

 

 

 

 

 

2.9.2 経 度 

 

 

 

 

 

 

 

2.9 すべて改正 
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  ただし、 

  

yx, ：新点の X 座標及びY 座標 

  00 ,  ：平面直角座標系原点の緯度及び経度 

  0m ：平面直角座標系の X 軸上における縮尺係数 (0.9999) 

Fa, ：楕円体の長半径及び逆扁平率 
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2.9.3 子午線収差角 

 

 

 

 

 

 

2.9.4 縮尺係数 
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2.9.5 基準子午線と垂線（新点より）との交点の緯度 
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2.10 経緯度を換算して座標、子午線収差角及び縮尺係数を求める計算 2.10 経緯度を換算して座標、子午線収差角及び縮尺係数を求める計算  

2.10.1 X 座標及びY 座標 

  

 

 

 

 

 

2.10.2 子午線収差角  及び縮尺係数m  
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2.10.1 x座標 

  

 

 

 

 

 

2.10.2 y座標 

 

 

 

 

 

2.10.3  子午線収差角 
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2.10 すべて改正 

3.1 座標系の変換 3.1 座標系の変換  

3.1.1 経緯度及び高さから地心直交座標系への変換 
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3.1.1 経緯度及び高さから地心直交座標系への変換 
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3.1.2 地心直交座標系から経緯度及び高さへの変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.2 地心直交座標系から経緯度及び高さへの変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2. 偏心補正計算 3.2.3 偏心補正計算  

3.2.3 偏心補正計算に必要な方位角の計算 

 ただし、 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.4 偏心補正計算 

 基線ベクトルの局所測地座標系における成分を地心直交座標系における成分に変換する 

 

 

 

 

 

3.2.3 偏心補正計算に必要な方位角の計算 

 ただし、 

  

 

 

 

 

 

 

 

3.2.4 偏心補正計算 

 基線ベクトルの地平座標系における成分を地心直交座標系における成分に変換する 

 

 

 

 

 

 

3.4 三次元網平均計算 3.4 三次元網平均計算  

 

3.4.3 観測の重み 

(1) 基線解析で求めた値による計算式 

 

 

3.4.6 未知点座標の平均値の標準偏差 

(1)地心直交座標 

 

 

 

 

 

 

 

3.4.3 観測の重み 

(1) 基線解析で求めた値による計算式 

 

 

3.4.6 未知点座標の平均値の標準偏差 

(1)地心直交座標 
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(2)測地座標 
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3.5 ジオイド高算出のための補完計算 3.5 ジオイド高算出のための補完計算  
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水 準 測 量 水 準 測 量  

1.1 標尺補正計算 1.1 標尺定数補正  

 

 ただし、 

  Ｃ0：基準温度における標尺改正数（単位長さあたりの補正量）（ｍ単位） 

 

 

 

 ただし、 

  Ｃ0：基準温度における標尺定数（単位長さあたりの補正量）（ｍ単位） 

 

 

 

3.1 観測方程式による場合 3.1 観測方程式による場合  

3.1.3 平均計算結果 

(1)単位重量当たりの観測の標準偏差（ｍo） 

 

 

 

 

3.1.3 平均計算結果 

(1)単位重量当たりの観測の標準偏差（ｍo） 

 

 

 

 

 

5.4 標準偏差の計算 5.4 標準偏差の計算  

5.4.3 観測の重み 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.3 観測の重み 
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